
２０１９年７月７日 主日礼拝  ＜誕生祝福式＞ 
 

司  会        ①村上洋兄   ②清水兄                      ③小嶋兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①三畑兄                                                                                                     

 

使徒信条 

賛  美  聖歌４８０番「輝く日を仰ぐとき」 

（感謝しつつ主の門に）（栄光から栄光へと） 

       

聖  書    ①                                                                                                                                                                    ルカによる福音書５章１～９節  （Ｐ９１） 
                      ②③          マルコによる福音書２章１～５節 （Ｐ５３）                                                                                                                 

 

音  楽  ①                                         坪井永城師 

       ②③永楽教会ホサナ聖歌隊 

証  詞                           ①                                      山田憲兄（バルナバ会） 

              

メッセージ   ①   「前代未聞の大収穫」                                                                        久保田豊副牧師 

                                                 ②③             「主の臨在の中に入りなさい」                                 大川従道牧師 

                              

賛  美                    「Sing Hallelujah to the Lord」 （献金・東京伝道の為） 

       （主を賛美しよう） 

頌  栄  「主の祈り」  アーメン 

                                                                    祝   祷                                                             
 

【大和ニュース】      

☆韓国は永楽教会から、ホサナ聖歌隊の皆様を心から歓迎し、感謝します。 

  主賓：金牧師夫妻、チャンセワン指揮者、指導員１４人、総勢９６人。 

  （本日の昼食及びコーヒーコーナーはお休み。お客様をおもてなし致します） 

・ 本日より３回シリーズで入門講座あり。ヨシュア会、Ｊ.Ｐｌｕｓ（青年、学生、中高生）。 

* 東京カルバリーは５時。説教は大川牧師。（「老女がイエスをもてなした」）中野区弥生町５－５－１ 

  

・ 今週も祈祷会を大切に！        ①水曜夜は丸藤伝道師 ②木曜朝はナウエン神父（Ｖ） 

                                                                                               ③金曜夜は舩山補教師   （木曜昼食後にルツ会） 

* 金曜朝９時～１５時。「断食祈祷会」。６人の説教者。按手祈祷は１３時から。 

☆ご結婚おめでとうございます！！岡崎様と古川様。土曜日、恵比寿にて。 

・ Ｔガーデン草刈りにご協力をお願いします。土曜朝９時。・土曜スクール（９時半・森） 

「我
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石の枕  
   

 隣りの『香港』では、中華人民共和国に返還された後も、「一国二制度」の 

もと、中国本土とは異なる体制下に置かれてきた。ここ数ヶ月は「逃亡犯条例」 

問題で大ゆれにゆれている。政治問題とはいえ、私たちも関心を寄せ、彼らと 

共に祈ることを忘れてはいけない。 

 今注目されているのは、クリスチャンの動向である。国の存亡の期に、若い 

クリスチャンたちが真剣に取り組んでいる姿には、心打たれる。 

 先月は、度々の祈祷会の他に「祈りのマラソン」運動を行ったり、先日の夜 

の祈り会は、政府庁舎の前に設置された封鎖線とそれを守る警官隊の目の前で 

讃美歌「Sing Hallelujah to the Lord」（主を賛美しよう♪）一曲だけを翌朝まで 

ほぼ途切れることなく、実に９時間もの間歌い続けるという現象が起きたので 

ある。次の日の早天祈祷会には、２千人近い人々が参加したという。 

 度々テレビに登場する幹線道路にかかっている陸橋は「ハレルヤ橋」と呼ば 

れているとか。 

 国中の礼拝や祈祷会では、説教の後、必ず「Sing Hallelujah to the Lord」が 

歌われている。この静かな抗議運動は、マルチン・ルーサー・キング牧師やガン 

ジー氏らの闘いにも通じるといってよい。 

 日本のキリスト者は、何十年も前、韓国が命がけで独立しようとしたとき、 

迷惑ばかりかけて、何もしなかった、何もできなかった。歴史に遺る恥しい汚 

点である。隣国の苦しみを共に担い、祈る者でありたい。 

今朝は韓国の最大の教会の一つである永楽教会から１００人もの聖歌隊と 

アンサンブルをお迎えできて大感謝です。共に賛美をもって歩み続けましょう。 

 

 

すてきなお手紙を紹介します。 

母と少しの時間でもよいから聖書通読しよう、と誘うと快く応じてくれまし 

た。少しの従順でも、主の恵み豊かなことをリアルに体験できましたこと、と 

もに分かち合う家族、仲間がいることに、うれしくって、ありがたくって、感 

謝いっぱいで、筆をとりました。 

  

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：使徒１４章～１７章  Ｂコース：ヨブ記３５章～詩篇１２篇 


